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＜別表２：乳幼児に多い主な感染症＞ 

 

  

（出所）新宿区 
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 会話の手引き（東京都 新宿区） 

＜初めて保育所を訪ねてきたとき＞ 

＜入園面接の連絡＞ 

 

※平成５年作成、一部抜粋 

（出所）新宿区 
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＜面接のとき＞ 

 

＜持ち物について＞ 

  

（出所）新宿区 
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＜登園時＞ 

 

＜降園時＞ 

 

（出所）新宿区 
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 多文化共生保育のための対話支援カード（大阪府 八尾市） 

＜ポルトガル語版＞ 

 

（出所）八尾市 

※平成 13 年作成、一部抜粋 
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（出所）八尾市 
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（出所）八尾市 
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（出所）八尾市 
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（出所）八尾市 
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 ポルトガル語版 入園面接調査票（岐阜県 美濃加茂市） 

＜０・１歳児用：ポルトガル語版＞ 

 

  

（出所）美濃加茂市 
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＜０・１歳児用：日本語版＞ 
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＜２歳児用：ポルトガル語版＞ 

 

  

（出所）美濃加茂市 



149 

＜２歳児用：日本語版＞ 
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＜３歳児以上用：ポルトガル語版＞ 

 

 

  

（出所）美濃加茂市 
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＜３歳以上用：日本語版＞ 
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第６章 本事業のまとめ・今後に向けて 

 本調査研究を通じて得られた知見 

○ 本調査研究においては、全国の市区町村を対象としたアンケート調査と、外国籍等の子どもの受入れ

が進んでいる市区町村・保育所へのヒアリング調査を実施した。これらの調査を通じて得られた知見

について概観する。 

 

（１） 外国籍等の子ども・保護者の保育に関する全国的な状況 

○ まず、アンケート調査を通じて、回答自治体（1047 団体）のうち約７割の市区町村において外国籍

等の子どもが入園している保育所があることがわかった。こうした市区町村では、言語面での支援が

不十分であることや、人員や専門知識の不足、外国籍等の子ども・保護者の具体的なニーズがわから

ないといったことに課題を感じていた。一方、具体的な支援状況をみると、入園から卒園までの各段

階において、特に支援を実施していないという割合はそれぞれ５～７割程度となっていた。 

○ また、外国人人口比率と増減率の組み合わせ別にみると、外国人比率が低いが増加率が高いという市

区町村においては、外国人比率が高い市区町村に比べて課題の認識や取組の実施率が低いことがわ

かった。このことより、将来的に外国人比率が高まると想定される市区町村においては、現状取組が

それほど進んでおらず、今後課題に直面する可能性が高いということが示唆される。 

○ こうした市区町村においては、現時点で課題が見えていないとしても、中長期的な外国人比率の高ま

りを見据えて、早めの対応を始めることが重要であると考えられる。 

○ 個別の課題をみていくと、自治体においては、特に入園申し込み段階において、保育所等の入園手続

きの方法について説明することが難しいと感じている割合が高かった。 

○ 保育所においても、言語的な障壁により、入園に向けた手続きや保育所のルールを伝えることが難し

い、保護者と十分なコミュニケーションがとれないという割合が高かった。また、在園中の子どもの

気になる行動が、言語的障壁か発達的な課題によるものなのかを判断することが難しいという割合

も高くなっていた。 

 

（２） 市区町村における取組のポイント 

○ 続いて、外国籍等の子どもの受入れが進んでいる市区町村・保育所へのヒアリング調査によって浮か

び上がってきた取組のポイントについてみていく。 

○ まず、市区町村の主な取組としてみられたのは、窓口対応における丁寧なフォロー、各保育所への通

訳・保育補助スタッフの配置や巡回、小学校入学に向けたサポートなどである。 

○ 窓口対応では、資料を翻訳したり、庁内の他部署や地域団体からの通訳派遣を利用して多言語による

対応を行うなどの工夫がみられた。また、書類記入でのトラブルが多いことから、申込みの際は必ず

窓口に来てもらい、対面で説明しながら書類の作成を行うようにしているところもあった。 

○ 各保育所への通訳・保育補助スタッフの配置や巡回については、それぞれの地域の状況に応じた多様

な方法がみられた。外国籍等の子どもが在籍している保育所が複数のエリアにわたる市区町村では、

通訳が複数の園を巡回したり、各園の希望に応じて派遣したりという対応をとっていた。一方、外国
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籍等の子どもが特定のエリアに集住している市区町村では、特にそうした子どもが多い保育所に通

訳や補助スタッフを配置し、手厚い対応を行っていた。また、外国籍等の子どもの割合が多い保育所

に対して、人員配置のための助成を行っているところもあった。このように、予算や人員が限られる

中で、公立・私立を含めた市区町村内の保育所の状況をふまえ、人員配置や支援体制の構築を検討す

ることが重要であると考えられる。 

○ 小学校入学に向けたサポートとしては、小学校の制度を説明する資料の多言語化や、就学前教室の実

施、小学校との情報共有等が行われていた。いずれも保育担当部局単独ではなく、教育部局と連携し

て実施している市区町村が大半であった。 

○ また、外国籍等の子ども・保護者への支援にあたっては、教育部局以外にも、母子保健を管轄してい

る部局や、多文化共生関連の施策を管轄している部局等、庁内の様々な担当部局と連携して取組を進

めている市区町村が多く見受けられた。外国籍等の子ども・保護者が抱える課題は複合的であること

も多いため、保育担当部局だけではなく、こうした関連部局との連携を進めることが重要であるとい

える。 

 

（３） 保育所における取組のポイント 

○ 次に、保育所における取組のポイントについてみていく。保育所の主な取組としては、日常の保育場

面における子ども・保護者への配慮が中心となっていた。 

○ 子どもへの配慮としては、母語での声かけやわかりやすい日本語・イラスト等の使用といったコミュ

ニケーション上の工夫を行っている保育所が多数みられた。また、外国籍等の子どもの宗教や生活習

慣をふまえ、食事や着替えの際の対応、スキンシップ等に配慮したり、保育内容を見直しているとい

うところもみられた。さらに、子ども同士の理解が深まるように、お互いの文化を知るための取組を

積極的に実施しているという保育所も複数あった。 

○ 保護者への配慮としては、園だよりを始めとする日々の文書の翻訳や、自動翻訳機の活用等によりコ

ミュニケーションを図っている園が多くみられた。また、外国籍の保護者にとってなじみがないよう

な行事等については、イラストや写真、実物を用いてわかりやすく説明しているという保育所もあっ

た。また、日本の保育所のルールや考え方等を理解してもらううえでは、保護者の母国における考え

方も尊重しながら、ひとつずつ納得してもらえるよう説明をすることが重要という意見が聞かれた。 

○ また、外国籍の保護者が孤立してしまうことを防ぐために、母語がわかる保育スタッフが送迎時に積

極的に声をかけたり、保護者同士のコミュニケーションを促進するための配慮を行ったりしている

保育所もみられた。 

○ このように、保育所においては日々の保育の中で、外国籍等の子ども・保護者が安心して過ごせるよ

うな工夫を積み重ねていることが明らかとなった。こうした工夫について、園長会等の場を活用して

保育所間で共有する機会を設けている事例や、地域内の先進的な保育所が中心となって勉強会を行

っている事例もみられた。このように、保育所間で情報交換をする機会を設けることは、外国籍等の

子どもの受入れ経験の少ない保育所においても取組を進める上で有効であると考えられる。 

○ また、発達の問題と言語の問題の見極めや、ネグレクト状態にある家庭への支援など、保育所だけで

は解決することが難しい課題については、行政や専門機関と連携した対応も重要となる。 
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 今後に向けて 

○ 終わりに、本調査研究の限界について整理したうえで、今後必要と考えられる調査研究等の取組につ

いてまとめる。 

○ まず、アンケート調査において、対象が市区町村に限定されていたため、保育所の取組を間接的にし

か把握することができなかった点が挙げられる。本調査研究では、第一段階としてまずは市区町村の

取組を詳しく把握することを目的としてアンケート調査を実施し、市区町村の抱える課題や実施し

ている取組については詳細に把握をすることができた。一方で、ヒアリング調査を通じてみえてきた

ように、外国籍等の子ども・保護者の受入れにあたっては、市区町村だけでなく、保育現場において

も様々な工夫が積み重ねられている。今後は、保育所等を対象とした調査を行い、こうした現場での

工夫や、現場だからこそ把握できている外国籍等の子ども・保護者の抱えるニーズについても把握す

る必要があると考えられる。 

○ また、外国籍住民に対する支援を行っている地域団体や、子育て支援団体等との連携については十分

に把握することができなかった。外国籍等の子どもや保護者への支援にあたっては、行政・保育所だ

けでなく、こうした団体との連携も有効であると考えられることから、今後はこうした地域資源も含

めた支援のあり方についても検討していく必要がある。 

○ なお、本調査研究においては日本での生活を始めたばかりの子どもたちに焦点をあてて調査を行っ

たため、日本で長く生活をしている子どもや、二世以降の子どもに関する課題や取組については取り

上げることができなかった。しかしながら、今後外国籍等の子ども・保護者の定住が進むことを想定

すると、10 年後・20 年後の社会を見据え、こうした子どもたちへの対応についても検討を進めるこ

とが重要だと考えられる。 

〇 最後に、保育所及び保育行政担当として忘れてはならない認識は、外国籍等の子ども・保護者が日本

語・日本文化に適応することを支援するとともに、彼らの母国語・母国文化を尊重していこうとする

価値観の形成であることを申し添えておきたい。 

  



155 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考資料 アンケート調査票 
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拝啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

さて、現在、当社（三菱 UFJ リサーチ＆コンサルティング）では、厚生労働省「令和元年度子ども・子

育て支援推進調査研究事業」として、「保育所等における外国籍等の子ども・保護者への対応に関する調

査研究」を実施しております。 
 

本調査は、保育所等において外国にルーツを持つ子どもを受入れるにあたり、各市区町村や保育所等の

皆様が今後の対応や体制構築を進めていく上で参考にし得る事例集を作成することを目的としています。

そこで、全国の市区町村の皆様にアンケート調査を実施し、外国にルーツを持つ子どもの受入れの状況

や抱えている課題、また受入れにあたってのお取組の工夫等について把握し、事例集作成の参考とさせ

ていただくとともに、今後整備すべき受入れ体制のあり方の検討に活用させていただく所存です。 
 

つきましては、本事業の趣旨をご理解の上、調査にご協力を賜りますよう何卒お願い申し上げます。同

封しました調査票にご記入の上、以下の日にちまでにご投函下さいますようお願い申し上げます。 
 

〔2019年 12月 9日（月）まで〕 
 
お忙しい所誠に恐縮ではございますが、何卒ご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 

【本件についての照会先】 

■調査の趣旨、配付、回収方法、情報の取扱い、アンケートの内容等については、下記にお問

い合わせください。また、本調査票の電子データをご希望の場合には、同様に下記までご連絡

ください。 

三菱 UFJ リサーチ＆コンサルティング株式会社  

政策研究事業本部 担当：胡 多巻（えびす たまき）、渡邊 倫、野田 鈴子、加藤 真、鈴木 陽子 

電話番号：03-6733-4942    メールアドレス：hoikujo_kodomo@murc.jp 
 

  

厚生労働省「令和元年度子ども・子育て支援推進調査研究事業」 

「保育所等における外国籍等の子ども・保護者への対応に関するアンケート調査」 

【本調査票で用いる用語について】 

〇本調査における「外国にルーツを持つ子ども」とは、「国籍にかかわらず、父・母の両方、または、そのどちらか

が外国出身者である子ども」を指します。 

〇本調査における「保育所等」とは、認可保育所（保育所型認定こども園を含む）、地域型保育事業

（家庭的保育事業・小規模保育事業・事業所内保育事業・居宅訪問型保育事業）、幼保連携型

認定こども園を指します。なお、認可外保育施設は本調査の対象には含みません。 

 

【回答にあたってご留意いただきたい点について】 

〇貴市区町村内に「外国にルーツを持つ子どもが入所している保育所等」がない場合でも、調査票の問２ま

でご回答いただきご返送くださいますようお願い申し上げます。 

〇本調査の分析結果は、回答自治体が特定されることがない形で報告書として整理し、2020 年 4月以

降、弊社ホームページにて、公表させていただく予定としております。 

〇本調査のご回答内容について、事例集を作成するにあたり、具体的な内容について把握するために、弊社

研究員よりご連絡させていただく場合がございます。その際にはご協力の程よろしくお願い申し上げます。 
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問１ 貴自治体名やご担当部署についてお伺いします。 

貴自治体名  所在する都道府県名  

貴自治体の種別

（１つに〇印） 

1．政令指定都市 2．特別区 3．中核市 

4．一般市 5．町 ６．村 

部署名  電話番号  

E-mail  

問２ 貴自治体において、外国にルーツを持つ子どもが入所している保育所等はございますか。 

1．ある          ２．ない          ３．わからない 

➡問 3 にお進みください。   ➡選択肢２・３を選択した方は回答を終了していただいて結構です。 

ご協力いただきまして誠にありがとうございました。大変お手数ですが、同封した返信

用封筒に封入頂き、ご投函くださいますようお願い申し上げます。 

問３ 貴自治体の概要についてお伺いします。 

Ｆ1．貴自治体内の 

外国人人口（人数を記載） 

※不明の場合には「空欄」で構い

ません 

■2019 年 4 月 1日時点 ■2015 年 4 月 1日時点 

総人口  （          ）人 総人口  （         ）人 

外国人人口（          ）人 外国人人口（         ）人 

5 歳以下人口（日本人＋外国人） 

     （          ）人 

5 歳以下人口（日本人＋外国人） 

     （         ）人 

5 歳以下外国人人口 

     （          ）人 

5 歳以下外国人人口 

     （         ）人 

Ｆ2．貴自治体内に 

ある保育所等の数 

■2019 年 4 月 1日時点 

認可保育所        公立（    ）か所    私立（    ）か所 

地域型保育事業      公立（    ）か所    私立（    ）か所 

幼保連携型認定こども園  公立（    ）か所    私立（    ）か所 
 
 

２．貴自治体内の保育所等における外国にルーツを持つ子どもの受入実態について 
 

 

問４ 貴自治体において、外国にルーツを持つ子どもが入所している保育所等の数をご回答ください。 

１．認可保育所          公立（   ）か所  私立（   ）か所 

２．地域型保育事業        公立（   ）か所  私立（   ）か所 

３．幼保連携型認定こども園    公立（   ）か所  私立（   ）か所 

 

１．貴自治体の概要について 

以下の設問では、保育所等における外国にルーツを持つ子どもの受入実態についてお伺いします。 
日頃から外国にルーツを持つ子どもや保護者、また保育所等からの相談等を通して、貴自治体として把握してい

る範囲でご回答いただければ幸いです。また、可能な範囲で、関連する他部署に照会いただければ幸いです。 
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問５ 外国にルーツを持つ子どもの受入れにあたって、貴自治体のご担当者が抱える課題についてお伺いします。

回答にあたっては、入所申込み時から卒園の際までの各段階において、それぞれあてはまるものをすべて

に〇印をつけてください。また、そのうち特にあてはまるもの１つに◎印をつけてください。 

①入所申込みまでの

課題 

（あてはまるもの全て〇印＆ 

特にあてはまるもの１つに◎印） 

1．日本の保育制度、保育サービスの種類や特徴等について説明することが難しい 

2．保育所等の入所手続きの方法について説明することが難しい 

3．受入れ体制が整っている保育所等が少なく、ニーズに十分に応えられない 

4．外国にルーツを持つ子ども又はその保護者のニーズがわからない 

5．入所に必要な書類の作成について、説明することが難しい 

6．その他（具体的に：                          ） 

7．特にない 

課題となる事柄について具体的に記入してください 

 

 

 

②入園の際の課題 

（あてはまるもの全て〇印＆ 

特にあてはまるもの１つに◎印） 

1．入園にあたって準備しておくものなど、必要な情報を十分に説明することが難しい 

2．保育所等でのルールなどについて十分に説明することが難しい 

3．言語、宗教、食事、生活習慣、子育ての考え方など文化的背景に配慮したサポート

をすべての保育所等で整えることが難しい 

4．その他（具体的に：                          ） 

5．特にない 

課題となる事柄について具体的に記入してください 

 

 

 

③在園時の課題 

（あてはまるもの全て〇印＆ 

特にあてはまるもの１つに◎印） 

1．外国にルーツを持つ子どもやその保護者の課題を把握することが難しい 

2．受入れにあたり保育所等が抱える課題を把握することが難しい 

3．言語、宗教、食事、生活習慣、子育ての考え方など文化的背景と保育所等のルール

の整合性を図ることが難しい 

4．その他（具体的に：                          ） 

5．特にない 

課題となる事柄について具体的に記入してください 

 

 

④卒園の際の課題 

（あてはまるもの全て〇印＆ 

特にあてはまるもの１つに◎印） 

1．日本の小学校の制度について十分に説明することが難しい 

2．小学校の入学手続きについて十分に説明することが難しい 

3．その他（具体的に：                          ） 

4．特にない 

課題となる事柄について具体的に記入してください 

 

 

 

⑤ その他の課題 

（自由回答） 
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問６ 外国にルーツを持つ子どもを受入れるにあたり、保育所等が抱える課題について、どのようなことがあると

思いますか。回答にあたっては、入所申込み時から卒園の際までの各段階において、それぞれあてはまる

ものをすべてに〇印をつけてください。また、そのうち特にあてはまるもの１つに◎印をつけてください。

（貴自治体のご担当者が把握している範囲でご回答ください。また、ご様子が分からない場合などは、ご無理のない範囲で保育所等にご照会いただけれ

ば幸いです。） 

①入所申込みまでの

課題 

（あてはまるもの全て〇印＆ 

特にあてはまるもの１つに◎印） 

1．入園に向けた手続き、準備について、保護者へ伝えることが難しい 

2．外国にルーツを持つ子どもを受入れるにあたり、職員がどのような理解を深めてお

けばよいのかが分からない 

3．外国にルーツを持つ子どもを受入れるにあたり、準備しておくべきものがわからない 

4．入園にあたり、言語、宗教、食事、生活習慣、子育ての考え方など文化的背景に対

してどのような配慮が必要かわからない 

5．その他（具体的に：                          ） 

6．特に課題はない 

7．わからない 

課題となる事柄について具体的に記入してください 

 

 

 

②入園の際の課題 

（あてはまるもの全て〇印＆ 

特にあてはまるもの１つに◎印） 

1．保護者が入園のしおりに記載されている内容等、保育所等での生活を送るにあたり

必要な情報を十分に理解していない 

2．保育所等での過ごし方や支援内容、決まり、お願い等について保護者に理解しても

らうことが難しい 

3．入園する時になって、言語、宗教、食事、生活習慣、子育ての考え方など文化的背

景への配慮が必要な点に初めて気づき、対応に困ることがある 

4．その他（具体的に：                          ） 

5．特に課題はない 

6．わからない 

課題となる事柄について具体的に記入してください 

 

 

 

③在園時の課題 

（あてはまるもの全て〇印＆ 

特にあてはまるもの１つに◎印） 

1．言語的な障壁から子どもと十分なコミュニケーションが取れない 

2．言語的な障壁から保護者と十分なコミュニケーションが取れない 

3．外国にルーツを持つ子どもや保護者を受入れるにあたって何が必要になるか職員

間の共通理解が十分でない 

4．言語、宗教、食事、生活習慣、子育ての考え方など文化的背景に起因する個別的な

配慮について職員の専門的な知識が十分でない 

5．言語、宗教、食事、生活習慣、子育ての考え方など文化的背景に起因する個別的な

配慮をするための人員が足りない 

6．言語、宗教、食事、生活習慣、子育ての考え方など文化的背景に配慮して、誰もが

参加できるクラスの行事・活動を検討することが難しい 

7．病気・ケガ等の緊急時に相談できる団体・制度を知らない（多言語対応可能な病院

や通訳派遣制度など） 

8．外国にルーツを持つ子どもの気になる行動が、言語的な障壁によるものなのか発達

的な課題によるものなのかを判断することが難しい 

9．その他（具体的に：                         ） 

10．特に課題はない 

11．わからない 
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課題となる事柄について具体的に記入してください 

 

 

 

④卒園の際の課題 

（あてはまるもの全て〇印＆ 

特にあてはまるもの１つに◎印） 

1．小学校生活を見据えた言語やコミュニケーション等に関わる支援が十分にできていない 

2．小学校生活を見据えた日常生活の送り方等に関わる支援が十分にできていない 

3．外国にルーツを持つ子どもに対して、小学校生活について、十分に説明することが

できていない 

4．保護者に対して、小学校の制度や生活について、十分に説明することができていない 

5．外国にルーツを持つ子どもが入学する小学校に対し、配慮が必要な点などについ

て、十分に伝えることができていない 

6．その他（具体的に：                          ） 

7．特に課題はない 

8．わからない 

課題となる事柄について具体的に記入してください 

 

 

 

⑤その他、外国にルー

ツを持つ子どもを受

入れるにあたり、保育

所等が抱える課題に

ついて、自由に記入し

てください。 

 

 

３．貴自治体が実施している施策について 

 

問７ 外国にルーツを持つ子ども又はその保護者の受入れについて、貴自治体ではどのような支援を行っていま

すか。回答にあたっては、入所申込み時から卒園の際までの各段階において、それぞれあてはまるものを

すべてに〇印をつけてください。 

①入所申込みまでの

支援 

（あてはまるもの全て〇印） 

1．保育所等や子育て支援センターなどの制度や手続きに関する多言語での周知 

2．入園前の問い合わせ等への多言語対応 

3．産後から保育所等入所までの連続的支援 

4．母子手帳交付や新生児検診のタイミングにおける保育所等入所の案内実施 

5．その他（具体的に：                          ） 

6．特に支援を実施していない 

※選択した取組について、工夫している点があれば具体的な内容をご記載ください 

 

 

 

以下の設問では、貴自治体が実施する外国にルーツを持つ子どもを対象にした支援・サポートの内容について伺
います。回答にあたっては、本調査票を受け取った部署として把握している範囲でお答えください。また、可能な範
囲で、関連する他部署に照会いただければ幸いです。 
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②入園の際の支援 

（あてはまるもの全て〇印） 

1．各保育所等が作成する入園のしおり等の多言語化支援 

2．自治体窓口での多言語対応 

3．外国籍の保護者向けの入園説明会の実施 

4．その他（具体的に：                          ） 

5．特に支援を実施していない 

※選択した取組について、工夫している点があれば具体的な内容をご記載ください 

 

 

 

③在園時の支援 

（あてはまるもの全て〇印） 

1．各保育所等が作成する日々のお知らせ・連絡等の多言語化支援 

2．多言語での相談・サポート体制の構築 

3．保育所等へ日本人の通訳者を派遣（自治体から委託された国際交流協会等による派

遣も含む） 

4．保育所等へ外国人（母語話者）の通訳者を派遣（自治体から委託された国際交流協

会等による派遣も含む） 

5．外国にルーツを持つ子どもが多い保育所等への通訳や加配保育士等の常時配置 

6．外国にルーツを持つ保育者の雇用・常時配置 

7．言語、宗教、食事、生活習慣、子育ての考え方など文化的背景に関する職員の理解

促進に向けた研修の実施 

8．言語、宗教、食事、生活習慣、子育ての考え方など文化的背景に配慮した個別的配

慮を行うにあたっての資金面での支援 

9．緊急対応等のサポート（多言語対応可能な病院の紹介等） 

10．その他（具体的に：                         ） 

11．特に支援を実施していない 

※選択した取組について、工夫している点があれば具体的な内容をご記載ください 

 

 

 

※上記の支援を行う際に、派遣や配置等の基準を設けていますか。設けている場合には、選択肢の番

号と、その基準の内容についてもご記載ください。公立・私立において基準等が異なる場合、そ

れぞれの内容についてもご記載ください。（例：外国にルーツを持つ子どもが〇〇人以上受入れている保育所等

のみに実施している、◯◯％以上受入れている場合に１か月◯◯円の補助を行っている 等） 

 

 

 

 

④卒園の際の支援 

（あてはまるもの全て〇印） 

1．多言語による小学校の制度や手続きに関する周知 

2．外国にルーツを持つ子どもに配慮した小学校就学前に必要と思われる支援（日本語

教育等）の実施 

3．外国にルーツを持つ子どもに配慮した保育所等と小学校の連携強化に関する取組 

4．地域の日本語教室等の紹介 

5．その他（具体的に：                          ） 

6．特に支援を実施していない 

※選択した取組について、工夫している点があれば具体的な内容をご記載ください 
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⑤連携体制構築 

（あてはまるもの全て〇印） 

1．保育所等との連携体制の充実（定期的な情報共有の場の設定等） 

2．庁内の多文化共生・国際交流関係部署との連携体制の構築(定期的な情報共有の場

の設定等） 

3．地域の関係団体（国際交流協会や NPO 等の多文化共生・国際交流関係団体や子育

て支援関係団体）との連携体制の構築 (定期的な情報共有の場の設定等） 

4．その他（具体的に：                          ） 

5．特に連携している先はない 

6．わからない 

※選択した取組について、工夫している点があれば具体的な内容をご記載ください 

 

 

 

 
 

４．保育所等が実施している支援・サポートについて 

 

問８ 貴自治体内の保育所等において、外国にルーツを持つ子どもを対象に実施している支援・サポートについ

て、特徴的な取組があればご教示ください。（貴自治体のご担当者が把握している範囲でご回答ください。また、ご様子が分からない

場合などは、ご無理のない範囲で保育所等にご照会いただければ幸いです。） 

①入所申込みまでの

支援 

（あてはまるもの全て〇印） 

1．保育所等や子育て支援センターなどの制度や手続きに関する多言語周知 

2．見学希望者への多言語対応 

3．入園前の問い合わせ等への多言語対応 

4．その他（具体的に：                          ） 

5．特に支援を実施していない 

6．わからない 

※選択した取組について、具体的な支援内容についてご記載ください 

 

 

 

 

②入園の際の支援 

（あてはまるもの全て〇印） 

1．各保育所等が作成する入園のしおり等の多言語化 

2．入園説明会や面接等における多言語対応 

3．外国籍の保護者向けの入園説明会の実施 

4．その他（具体的に：                          ） 

5．特に支援を実施していない 

6．わからない 

※選択した取組について、具体的な支援内容についてご記載ください 

 

 

 

 

以下の設問では、保育所等が実施する外国にルーツを持つ子どもを対象にした支援・サポートの内容について伺
います。貴自治体のご担当者が把握している範囲で、特徴的な取組があればご回答ください。 



163 

③在園時の支援 

（あてはまるもの全て〇印） 

1．各保育所等が作成する日々のお知らせ・連絡等の多言語化 

2. 自治体または国際交流協会等より日本人の通訳者の受入 

3．自治体または国際交流協会等より外国人（母語話者）の通訳者を受入 

4．保育所等への通訳や加配保育士等の常時配置 

5. 外国にルーツを持つ保育者の雇用・常時配置 

6．言語、宗教、食事、生活習慣、子育ての考え方など文化的背景に関する職員の理解促進に向

けた研修の実施 

7．給食における配慮（ハラール対応等） 

8．緊急対応等のサポート（多言語対応可能な病院の紹介等） 

9．保護者同士の交流促進 

10．その他（具体的に：                         ） 

11．特に支援を実施していない 

12．わからない 

※選択した取組について、具体的な支援内容をご記載ください 

 

 

 

④卒園の際の支援 

（あてはまるもの全て〇印） 

1．保護者に対する小学校の制度や手続きに関する周知 

2．外国にルーツを持つ子どもの就学に向けた個別的な指導や支援 

3．外国にルーツを持つ子どもに関する小学校との連携強化に関する取組 

4．地域の日本語教室等に関する情報の提供 

5．その他（具体的に：                          ） 

6．特に支援を実施していない 

※選択した取組について、具体的な支援内容についてご記載ください 

 

 

 

 

⑤連携体制構築 

（あてはまるもの全て〇印） 

1．他の保育所等との連携体制の構築 (定期的な情報共有の場の設定等） 

2. 地域の関係団体（国際交流協会や NPO 等の多文化共生・国際交流関係団体や子育

て支援関係団体）との連携体制の構築 (定期的な情報共有の場の設定等） 

3．その他（具体的に：                         ） 

4．特に連携している先はない 

5．わからない 

※選択した取組について、具体的な支援内容についてご記載ください 
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５．貴自治体全般のことについて 

問９ 外国にルーツを持つ子どもの受入れに関して、貴自治体が現在直面している課題について、あてはまるも

のをすべてに〇印をつけてください。また、そのうち特にあてはまるもの１つに◎印をつけてください。 

1．外国にルーツを持つ子どもや保護者の具体的な困りごとやニーズがわからない 

2．保育所等に対する言語面での支援（通訳・翻訳派遣等）が不十分である 

3．保育所等において個別的な配慮などを実施する上での専門的な知識・理解が不十分である 

4．保育所等において個別的な配慮などを実施する上での人員が足りない 

5．保育所等において個別的な配慮などを実施する上での事業費が足りない 

6．外国にルーツを持つ子どもや保護者への対応に関して、保育所等との連携体制が十分に構築できていない 

7．外国にルーツを持つ子どもや保護者への対応に際し、庁内の関連部署（多文化共生・国際交流関係の部署

等）との連携が十分でない 

8．外国にルーツを持つ子どもや保護者への対応に際し、庁内の関連部署（保健センター等、母子保健関係の

部署等）との連携が十分でない 

9．外国にルーツを持つ子どもや保護者への対応に際し、地域の多文化共生・国際交流関係団体（国際交流協会、

NPO 等）との十分に連携体制が構築できていない 

10. 他の自治体や保育所等が実施している支援・サポート等、参考情報が足りない 

11．外国にルーツを持つ子どもを受入可能な保育所等が少なく、特定の園に偏っている 

12．その他（具体的に：                                    ） 

13．特にない 

問１０ 貴自治体の保育所等において、外国にルーツを持つ子どもの受入れを進めることで、他の子どもや保育

所等の運営にとってもよい影響があれば、その具体的な内容についてご教示ください。（自由回答） 

 

問１１ 本調査研究では、各自治体で取組を推進する上での参考にして頂くことを想定した事例集を取りまとめ

ることを予定しております。事例集を取りまとめるにあたり、具体的に知りたい情報などがあれば、ご教

示ください。（自由回答） 

 

  

以上でアンケートは終了です。ご協力ありがとうございました。 

返信用封筒に封入の上、2019 年 12 月 9 日（月）までにご返送ください。 

また、お取組の詳細がわかる参考資料（冊子等）がございましたら、 

返信用封筒に同封いただけますと幸甚でございます。 
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